
雲の備中高梁城

■５０年近く前の道路交通法８８条は、「精神病者、知的障害者、てんかん患者、目が見えない者、耳が聞こ

えない者又は口がきけない者、政令で定める身体の障害のある者には、免許を与えない」と規定されていまし

た。

■これは、障害者は劣るものという社会意識の中での法律だったと思います。そんな中で、１９６５年、岩手

県で農業を営む樋下光夫さん（ろうあ者）が、「運転免許裁判」を起こしました。樋下さんは、『●試験に落

ちるのは聴覚障害のためで、技術的な問題はない。●無免許運転の違反だが、運転が危険なわけではない。●

仕事上、運転免許が必要なのに取れないのは差別である。●もし、免許を与えないなら、国はそれなりの保障

をすべきだ。』と訴えました。

■この裁判は、全日本ろうあ連盟が全面的に支援しました。その結果、１９７３年に、補聴器装用での普通自

動車の免許取得が認められるようになりました。条件は、警音器の音（１０メートルの距離で、９０デシベル

の警音器の音）が聞き取れることでした。この地域で初の、音の聞き分けの試験は尾道ろう学校の運動場で行

われ、多くの聴覚障害者が集まりました。警察から派遣されたパトカーに背を向けてクラクションの鳴る回数

を答えました。通訳はろう学校の教員でした。これに合格して免許を取られた人も多いと思います。

■その後、日本の法律の中にある障害者に対する「欠格条項」の見直しの動きの中で、２００８年には、補聴

器なしでの免許取得が可能になりました。ワイドミラーや聴覚障害者標識（蝶のマーク）を車につけることが

条件です。

■聴覚障害者が免許を取れるようになって、５０年近くの歳月が流れ、今、高齢化社会となり、高齢者の自動

車事故も増え、７０歳からの免許更新は事前の「高齢者講習」が必要となりました。（下の図）

（１）７０歳から７４歳の人は座学、適性検査、実地運転などの「高齢者講習」を必ず受ける。

（２）７５歳以上の人は、記憶力や判断力を測定する「認知機能検査」を事前に受けてから、「高齢者講習」

を受ける。

（３）７５歳以上の人が信号無視等の違反をした場合は、臨時に認知機能検査を受ける。

（４）２０２２年度からは、更新前の３年間に違反をしている７５歳以上の人は、運転技能検査が義務となる

ようです。

■１９７０年代に免許を取られた聴覚障害者で「高齢者講習」、「認知機能検査」を経験された人もおられる

と思います。この地方では、バスや電車の本数が少なく、自動車がないと困る人も多いと思います。一方、自

分や他者の安全のために免許を返納された人もおられます。何歳まで運転できるのかを判断するのは難しい問

題ですが、自分の心身の状況を把握して、交通事故を起こさないように慎重に運転することが大切です。
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締切り  1月28日（金）

講　師  野毛　幸司　さん（福山城研究家）

参加費  無料

定　員  15名

日　時  1月29日（土）13：30～15：30

締切り  1月11日（火） 場　所  支援センター会議室

持参物  ハサミ・ピンセット・濡れタオル

材料費  500円

定　員  6名

講　師  藤井　富貴子　さん

日　時  1月18日（火）10：00～11：30

場　所  支援センター会議室

コロナウイルス感染症の関

係で、開講日直前に講座が

中止・延期になることもあ

ります。

ご了承ください。

写真で振り返る講座

講座に参加いただいた皆様ありがとうございました。

今年もコロナウイルス感染症の影響で講座の中止・延期がありま

したが、いろいろな講座を開催することができました。

来年ももっと多くの皆様に参加していただ

けるように楽しい講座を計画中です。

ご参加お待ちしています。

ご意見ご感想もお聞かせください。

健康教室 糸かけサンキャッチャー こけ玉 パワーポイント講座 アロマで虫よけ つまみ細工のブローチ

教養講座 パソコン講座（中級） 初心者パソコン講座 初心者Zoom講座 Net119登録説明会

リメイク容器で多肉植物の

寄せ植え
たのしい体操 消しゴムハンコ

福山城築城の背景など簡単な歴史と、主として

江戸時代の絵図や明治以降に撮影された古写真

をもとに、福山城の変遷（へんせん）をたどりま

す。

ボタニカルとは植物のことで、

キャンドルに花やグリーン、果

物などさまざまな植物を閉じ込

めたものがボタニカルキャンド

ルです。

見た目もかわいく火を灯した

らとってもきれいで、アロマの

心地良い癒しの空間に変わり

ます。



　
 

　　今年度も健康診査を３月に行う予定です。

　　お申し込みの詳細は１月号に掲載します。

　　定期的に健康診査を受けて

　　お健やかにお過ごしください。

　次の要領で指導員を募集します。希望者は必要書類を添えて申し込んでください。

　１.　職　　種　　指導員（常勤） 　　　指導員（非常勤）
　２.　募集人数　　１人 　　　１人
　３.　業務内容　　センター行事企画、経理、事務（来客対応、 　　　左記の補助
　　　　　　　 　　電話対応）、生活相談など
　４.　要　　件　　聴覚障害者の来所に対応でき、かつ、 　　　左に同じ
　　　　　　　　　 聴覚障害者の職員との対応ができる人
　５.　勤務場所　　福山市聴覚障害者地域活動支援センター 　　　左に同じ
　６.　勤 務 日 　　概ね週５日の勤務（土、日勤務有） 　　　応相談
　７.　勤務時間　　８：４５～１７：３０ 　　　応相談
　８.　給　　与　　月給１６０，０００円 　　　時給９００円
　９.　交 通 費 　　支給 　　　左に同じ
１０.　提出書類　　履歴書（簡略なもので可、最終学歴、 　　　左に同じ
　　　　　　　 　　最終職歴を記入）

歳暮

センター職員を募集しています

※ 書類提出後に面接日を連絡します。

カッターの使い方が難しかったんですが、楽しい時間で

した。名前の頭文字が浮き出るのと沈むのと2個作りま

した。早く絵手紙を描いてハンコ押したくなりました。

（I.S)

消しゴムハンコ講座に参加して

12月のすまいるはお休みします。

１月には楽しい時間を過ごしましょう。



月 火 水 木 金 土 日
1 2

3 4 5 6 7 8 9

休所

難聴手話 パソコン
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字幕
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■ろうあ者相談員駐在日

月曜午後（第２・第４）

木曜午後（毎週）

土曜午後（第１・第３）

日曜午前（第２・第４）

■難聴者相談員駐在日

土曜午後（第４）


